
　

四
月
か
ら
「
行
政
評
価
法
」
が
施
行
さ
れ
、
政
策

評
価
に
基
づ
く
中
央
省
庁
の
自
己
改
革
が
始
ま
っ

た
。
去
年
一
月
か
ら
試
行
し
て
い
た
が
、
い
よ
い
よ

今
回
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
し
か
し
、
ど
ん
な

方
向
か
ら
改
革
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
ど
ん
な
方
向
へ

組
織
を
変
え
る
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
か
は
省

庁
に
よ
っ
て
異
な
る
。
そ
し
て
、
趣
旨
を
理
解
し
真

剣
に
改
革
に
取
り
組
ん
だ
省
庁
と
そ
う
で
な
い
省
庁

と
の
間
に
は
既
に
大
き
な
違
い
が
生
じ
て
い
る
。

　

目
下
、
研
究
者
の
間
で
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る

の
は
、
海
上
保
安
庁
、
国
土
交
通
省
の
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
。
海
上
保
安
庁
の
シ
ス
テ
ム
は
「
海
難
救
助
」

な
ど
政
策
分
野
ご
と
に
戦
略
目
標
を
掲
げ
、
業
務
目

標
ご
と
に
例
え
ば
「
死
亡
・
行
方
不
明
者
を
平
成
十

七
年
ま
で
に
百
六
十
人
以
下
に
減
少
」
さ
せ
る
な
ど

具
体
的
な
数
値
指
標
を
設
定
し
実
現
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
従
来
の
行
政
は
こ
の
よ
う
に
組
織
に
義
務
を

課
し
自
分
で
自
分
を
縛
る
よ
う
な
こ
と
は
や
り
た
が

ら
な
か
っ
た
。
同
庁
の
シ
ス
テ
ム
は
極
め
て
シ
ン
プ

ル
な
構
造
で
は
あ
る
が
、
組
織
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
使

命
）
を
し
っ
か
り
認
識
し
た
も
の
と
言
え
る
。

　

対
照
的
に
国
土
交
通
省
の
シ
ス
テ
ム
は
、
同
省
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
公
共
事
業
や
交
通
政
策
や
国
土
政

策
な
ど
幅
広
い
分
野
に
わ
た
る
だ
け
に
複
雑
で
奥
の

深
い
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
二
十
七
の
政

策
目
標
、
百
十
二
の
業
績
指
標
（
業
績
を
測
定
し
政

策
目
標
の
達
成
度
を
見
る
指
標
）
を
設
定
し
て
い
る

N
ew

が
、
ニ
ュ
ー
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（ 
  
 

P
u
b
lic
M
an
agem

en
t

 
 
 
     
  
    
  
 　

以
下
Ｎ
Ｐ
Ｍ
）
と
い
う
確

か
な
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
く
体
系
的
に
整
備
さ
れ
た

シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
組
織
内
に
浸
透

す
れ
ば
、
旧
建
設
省
時
代
と
仕
事
の
仕
方
が
根
本
的

に
変
わ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
仮
に
、
十

年
前
に
こ
の
行
政
評
価
法
が
中
央
省
庁
に
導
入
さ
れ

真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
れ
ば
、
組
織
の
体
質
や
文
化

が
変
わ
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
外
務
省
は
今
回
の
よ
う

に
政
治
家
と
の
関
係
の
持
ち
方
で
バ
ッ
シ
ン
グ
さ
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
し
、
農
水
省
は

狂
牛
病
問
題
で
大
騒
ぎ
し
な
く
て
よ
か
っ
た
か
も
し

れ
な
い
。
日
本
全
体
が
混
迷
の
霧
に
覆
わ
れ
る
よ
う

な
現
状
も
回
避
で
き
た
の
で
は
な
い
か
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｍ
と
は
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

加
盟
国
の
大
半
が
導
入
し
て
い
る
行
政
改
革
の
中
心

的
な
考
え
方
で
あ
る
。
例
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
の
場
合

は
「
英
国
病
」
と
呼
ば
れ
る
ま
で
国
勢
が
衰
退
し
た

状
態
か
ら
脱
出
す
る
こ
と
に
効
果
を
発
揮
し
た
シ
ス

テ
ム
で
あ
り
、
他
国
の
場
合
も
国
家
的
危
機
か
ら
脱

出
す
る
手
段
と
な
っ
た
。
有
効
性
が
認
め
ら
れ
国
情

の
違
い
を
超
え
て
他
の
諸
国
に
も
導
入
さ
れ
、
今
や

世
界
的
な
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。
そ
し
て
、
ア
メ

リ
カ
で
は
中
央
政
府
よ
り
も
州
や
地
方
自
治
体
レ
ベ

ル
で
の
取
り
組
み
の
方
が
早
か
っ
た
。
わ
が
国
で
も

今
回
の
行
政
評
価
法
に
先
駆
け
て
行
政
改
革
に
取
り

組
ん
で
き
た
三
重
県
、
静
岡
県
、
東
京
都
、
青
森
県
、

鎌
倉
市
、
三
鷹
市
な
ど
自
治
体
の
シ
ス
テ
ム
が
有
名

で
あ
る
が
、
基
本
的
な
考
え
方
は
い
ず
れ
も
Ｎ
Ｐ
Ｍ

の
考
え
方
に
近
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｍ
の
ど
こ
が
新
し
い
の
か
。
分
か
り
や
す
く

言
え
ば
、
民
間
企
業
が
行
っ
て
い
る
経
営
手
法
を
行

政
組
織
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
具
体
的

Su
m
m
er

手
法
は
当
誌
№　

（
二
〇
〇
一
年   
 
 
  
号
）
で
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示
し
て
い
る
が
、
行
動
原
理
と
す
る
考
え
方
は
三
つ

で
あ
る
。
第
一
に
、
従
来
の
よ
う
に
供
給
者
の
論
理

に
従
っ
て
事
業
を
行
う
の
で
は
な
く
、
顧
客
満
足
度

（
住
民
満
足
度
）の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
供
給
す
る
シ
ス

テ
ム
に
変
え
よ
う
と
す
る
意
味
が
あ
る
。
第
二
に
、

組
織
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
明
確
に
し
て
事
業
を
行
う
こ

30
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と
で
あ
る
。従
来
の
行
政
は
、予
算
を
ど
れ
だ
け
使
っ

た
か
（
イ
ン
プ
ッ
ト
）、
ど
れ
だ
け
の
事
業
量
を
こ
な

し
た
か
（
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
）
が
評
価
尺
度
で
あ
っ
た

が
、
今
度
は
政
策
目
標
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
成
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）を
上
げ
た
か
を
重
視
す
る
。第
三
に
、

現
場
へ
の
権
限
委
譲
が
あ
る
。
従
来
の
行
政
は
事
業

担
当
者
（
セ
ク
シ
ョ
ン
）
が
上
司
の
指
示
や
手
続
き

に
従
い
事
業
を
行
う
だ
け
で
、
政
策
目
標
と
事
業
実

施
結
果
と
の
関
係
が
不
透
明
で
あ
っ
た
。
今
度
は
上

司
は
担
当
者
に
目
標
を
示
し
、
実
施
段
階
で
は
大
幅

な
裁
量
権
を
与
え
な
が
ら
、
目
標
達
成
度
に
つ
い
て

業
績
測
定
し
結
果
を
評
価
す
る
。
そ
し
て
、
国
土
交

通
省
の
シ
ス
テ
ム
の
優
れ
て
い
る
点

は
、
国
民
と
と
も
に
業
務
を
行
う
姿

勢
と
し
て
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

型
行
政
」
を
取
り
入
れ
、
常
に
行
政

運
営
を
改
善
で
き
る
よ
う
「
企
画

P
lan

（ 
   

）」
↓
「
実
施（D

o

 
 
）」
↓
「
評

価（See

   
）」
↓
「
企
画
」
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル
を
併
用
さ
せ
て
い

る
点
で
あ
る
。

　

地
方
自
治
体
レ
ベ
ル
で
も
目
覚
ま

し
い
自
己
改
革
が
始
ま
っ
て
い
る
。

福
岡
市
は
Ｎ
Ｐ
Ｍ
の
考
え
方
を
基
礎

に
し
な
が
ら
も
、
よ
り
住
民
に
近
い

立
場
の
行
政
組
織
と
し
て
独
自
の

工
夫
を
行
っ
て
い
る
。
民
間
企
業
の

Ｔ

T
otal

Q
u
ality

C
on
trol

Ｑ
Ｃ（ 
      
 
       
  
    
）

運
動
に
近
い
組
織
内
運
動
と
し
て

「
Ｄ
Ｎ
Ａ
運
動
」
を
立
ち
上
げ
て
い

る
。
行
政
組
織
の
体
質
改
善
の
た
め

遺
伝
子
（
Ｄ
Ｎ
Ａ
）
を
変
え
る
と
い

う
意
気
込
み
で
あ
り
、「
Ｄ
＝
『
で
き

る
』
か
ら
始
め
る
（
で
き
な
い
理
由

は
探
さ
な
い
）」、「
Ｎ
＝
納
得
で
き
る

仕
事
を
し
よ
う
」、「
Ａ
＝
遊
び
心
を

忘
れ
ず
に
」
に
全
職
員
が
取
り
組
ん

で
い
る
。
仕
事
の
意
味
と
価
値
を
考

え
直
し
再
定
義
す
る
活
動
、
業
務
棚

卸
作
業
、
市
民
満
足
度
調
査
な
ど
を

同
時
に
行
っ
て
い
る
。
住
民
が
満
足
す
る
だ
け
で
な

く
、
行
政
職
員
も
仕
事
を
し
て
楽
し
く
な
る
よ
う
に

す
る
配
慮
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

　

行
政
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン（
使
命
、
仕
事
）
も
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
（
経
営
、
運
営
）
も
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
（
性
能
、

事
業
）
も
時
代
と
と
も
に
変
わ
る
。
同
時
に
住
民

（
国
民
）の
顔
も
時
代
と
と
も
に
表
情
を
変
え
る
。
地

域
の
構
成
員
と
し
て
の
住
人
、
日
々
暮
ら
し
を
営
む

生
活
者
、仕
事
を
通
し
て
社
会
と
か
か
わ
る
職
業
人
、

政
治
に
参
加
す
る
有
権
者
、
権
利
の
実
現
を
委
ね
る

納
税
者
、
行
政
の
事
業
に
か
ら
む
利
害
関
係
者
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
受
け
る
受
益
者
、
公
益
を
追

求
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
家
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
顔
が
あ

る
。
視
線
が
旧
来
の
ま
ま
の
住
民
の
顔
に
固
定
化
さ

れ
て
い
た
の
で
は
行
政
組
織
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
分
か

ら
な
く
な
り
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
悪
く
な
る
。

　

つ
ま
り
、
争
い
や
混
乱
が
あ
る
時
代
の
行
政
に
は

住
民
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
統
治
（
ガ
バ
ナ
ン
ス
）

が
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
な
り
、
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
の

ツ
ー
ル
は
権
力
、
法
律
、
規
制
で
あ
っ
た
。
次
に
来

る
経
済
成
長
が
主
目
的
の
時
代
は
、
行
政
資
源
（
人

材
、
予
算
、
事
業
）
を
効
率
的
に
運
用
す
る
組
織
経

営
（
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
が
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
な
り
、
そ

の
主
な
ツ
ー
ル
は
資
源
配
分
力
で
あ
っ
た
。し
か
し
、

社
会
が
安
定
し
経
済
力
も
一
定
の
水
準
に
達
す
る

と
、
統
治
や
分
配
に
固
執
し
た
行
政
で
は
時
代
の
変

化
に
対
応
で
き
な
い
。
今
は
納
税
者
に
対
し
て
サ
ー

ビ
ス
を
的
確
に
供
給
す
る
行
政
組
織
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
（
能
力
、
性
能
）
が
問
わ
れ
て
い
る
。
常
に
公

（
パ
ブ
リ
ッ
ク
）の
在
る
べ
き
姿
を
考
え
な
が
ら
組
織

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
政
策
）
を
問
い
直
す
姿
勢
が
必
要

だ
。
多
様
な
顔
を
持
つ
社
会
構
成
員
と
ど
ん
な
関
係

性
を
構
築
す
る
か
が
そ
の
ツ
ー
ル
と
な
る
。
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◆  供給サイドの一方的な意志決定�

◆  法令、手続きと投入資源による管理�

◆  単一職務に特化した縦割り型分業システム�

◆  堅牢なヒエラルキー構造に基づく組織運営�

◆  競争的手段（市場原理）の限定的活用�

◆  顧客サイドのニーズを反映したマネージメント�

◆  業績・成果による管理�

◆  サービス供給の効率化へ柔軟な組織運営�

◆  小組織とトップの契約に基づく組織運営�

◆  競争的手段（市場原理）の積極的活用�

法
令
等
に
よ
る�

監
視
を
重
視�

成
果
等
に
よ
る�

管
理
を
重
視�


